
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：20－015） 

 

１ パラオのウミー・センゲバウ大臣は、アワ・オーシャン会合 2020に向けた

改修工事は引き続き順調に進んでおり、計画された改修工事のほとんどが 7 月

で終了すると述べた。 

原文 

（3rd July 2020, Island Times） 

 

２ パラオの大統領選挙が 11 月 11 日に予定されている。立候補者は、Alan 

Seid 氏、Surangel Whipps, Jr.氏、Raynold“Arnold”Oilouch 氏、Johnson 

Toribiong氏（2009 年～2013年の大統領）の 4名である。 

原文  

※参考：Palau Election Commission：リンク参照 

（28th June 2020, Think Big Palau news feed） 

 

３ パラオの保健省及び国家非常事態委員会（National Emergency Committee）

は入国者の隔離手続きを縮小する。政府による隔離・検査後の自己隔離要請を

取り止める。またグアムでの航空機搭乗前の隔離日数を 2 週間から 1 週間に縮

小する。パラオ到着後は 14日間の隔離が行われる。 

 また、7 月には 4 つのパラオ入国便（台湾からの患者の輸送、グアムからの

自国民の本国帰還、パラオで活動中の CAT Team（Crisis Assessment and 

Treatment Team）の交代、ペリリュー空港修理等のための米軍人輸送）が予定

されている。 

原文 

（26th June 2020, Island Times） 

 

４ キリバスのマーマウ大統領は、今後 4年間の政権運営を支える新内閣の大

臣を選出した。離島の選挙区から選出される 4人の大臣は未だ任命されていな

い。（※全閣僚名は原文参照） 

原文 

（2nd July 2020, PACNEWS） 

※PACNEWS は、時間帯によって表示に時間がかかる場合やアクセスできない場合がござい

ます。その際は、お手数ですが時間をしばらくおいてから再度お試しください。 

 

５ キリバスの大統領選挙で勝利したマーマウ大統領は、選挙戦において、公

務員や民間部門への助成、コプラ生産者への助成、学校教育及び給食の無償化、

失業手当給付の高齢者基金からの拠出など、国民に大金を投じることを約束し

https://islandtimes.org/renovations-for-our-ocean-conference-is-on-schedule/
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https://islandtimes.org/quarantine-procedures-to-be-scaled-down/
http://www.pina.com.fj/index.php?p=pacnews&m=read&o=14013511655efd69caa407bed227ae


ている。一方、アジア開発銀行は国際通貨基金とともに「漁業歳入に頼った歳

出膨張のリスクを最小化する注意が必要」と警告している。キリバスは自国海

域におけるマグロ漁業許可収入とナウル条約締結国として設定している入漁料

（Vessel Day Scheme（VDS））による歳入が増加しており、同国の GDPに占め

る漁業許可歳入の割合は、VDS 導入前の 21.2％に対し、導入後は 69.6％に上昇

している。キリバス議会における与野党は同数の支持を獲得しているとの報道

があるが、マーマウ大統領は選挙で約束した予算を追加し、2019 年度予算のよ

うな否決を避けられるかが課題となっている。 

原文 

（June 2020 Edition, Island Business Magazine） 

 

６ キリバスは島嶼間を結ぶフェリーの安全性及び対応力の向上のため、アジ

ア開発銀行と世界銀行から 1,200US ドルの助成金を受ける。キリバスでは 2018

年、フェリーが過積載、損傷、安全設備の不足、不適切対応により沈没し、88

人が死亡した。 

原文 

（2nd July 2020, Radio NZ） 

 

７ オーストラリアのモリソン首相は、今後 10 年間で 2,700 億豪ドル

（1,850US ドル）を割り当てる新たな防衛戦略を発表した。防衛費は GDP の少

なくとも 2％を充てる積極的なもので、長距離攻撃能力とサイバー戦争の取組

みを強化する。同首相は、防衛力の焦点をインド太平洋地域に大きくシフトす

るものだと述べた。オーストラリアは自国がこの地域のライバルに対抗できな

いことは認めつつも、「強制力や派遣の存在しない、開放的で主権が尊重され

たインド太平洋地域」を目指す地域大国と位置付けており、この地域で増大す

る中国の影響に対抗する措置とみられる。 

原文 

（1st July 2020, Channel News Asia） 

 

８ 6 月 30 日 1200 までの 1 週間で、太平洋地域における COVID-19 の感染症

例は、パプアニューギニア（PNG）のポートモレスビーで 2件の新規感染が確認

され、感染症例数は 11 件となった。また、フランス領ポリネシアでは、ほぼ 2

か月ぶりに 2 件の新規感染が確認された。グアムでは感染症例数が 253 件とな

り、インドネシアのパプア州で 1,669 件、西パプア州で 237 件を記録している。 

 太平洋地域で自国民の本国送還の取り組みが高まっており、ニュージーラン

ド（NZ）国防軍の航空機が同国内のバヌアツの季節労働者の本国送還を支援し

たほか、NZ 政府は 17 隻のクルーズ船に取り残されている 400 人のサモア人の

本国送還を支援する用意があると述べている。 

 国連の生計調査で、PNGでは COVID-19 関連の政策や制限の影響で中小企業の

75％が悪影響を受けたと報告された。フィジーでは、市民団体が COVID-19関連

での失業、食糧安全保障の弱体化、保健アクセス、教育、その他の必須サービ

スの不足による国内の人道危機への緊急対応を求めている。西部地区では観光

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/420370/kiribati-receives-funds-for-ferry-safety
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業に従事する 70％の人が失業し、自給自足の農業や漁業に頼り、食糧の盗難が

増え、家庭内暴力が 200％増加したと報告している。（※各国別の最新の詳細

はリンク参照） 

原文 

（1st July 2020, Policy Forum） 

 

９ ニュージーランドのアーデーン首相は、「これまで頻繁に往来のあった国

の一部は感染者のピークを迎えるまで少なくとも１か月、場合によっては数か

月かかる見込みである」として、「現時点で国境を開放するのは危険である」

と述べた。国民党のマラ―党首が来年まで国境を完全に閉鎖することを「到底

受け入れられない」と述べたことに対する発言。また、アーデーン首相はタス

マン間旅行バブル（trans-Tasman bubble）についても、太平洋地域の首脳らに

対して「地域の全住人のために、慎重に行動したい」と述べ、国民の安全を確

信するまでタスマン間旅行バブル開放に動くことはないと述べた。 

原文 

（29th June 2020, PACNEWS） 

 

10 フィジーホテル観光協会（Fiji Hotel & Tourism Association（FHTA））

のトップは、カンタス空港が 10月までのフライトを中止したこと及びニュージ

ーランド観光大臣が国際旅行を来年まで認めない可能性があるとコメントした

ことについて、フィジーや太平洋にとって最悪のシナリオだと述べた。フィジ

ーはオーストラリアとニュージーランドからの旅行者が 70％を占め、バイニマ

ラマ首相が両国から旅行者を受け入れる「Bula Bubble」計画に言及している

（※SRO News20-014 参照）。 

原文 

（29th June 2020, Radio NZ） 

 

11 南太平洋観光機構（South Pacific Tourism Organization（STPO））の CEO

は、オーストラリアとニュージーランドは太平洋島嶼国すべてにとっての主要

な観光客供給源ではなく、旅行バブルが機能するためには、政府がそれぞれの

市場と交渉する責務があるとし、パラオがタスマン間旅行バブル（trans-

Tasman bubble）に参加する可能性に対する回答として、パラオ政府は日本等と

の旅行バブルを交渉するべきだと述べた。一方、パラオのオイロー副大統領は、

レメンゲサウ大統領が政府高官等と旅行の再開について話あう可能性を述べた。

パラオは COVID-19 封じ込めに成功した台湾との旅行バブルを検討している。 

原文 

（3rd July 2020, Island Times） 

 

12 グアムでは 7 月 1 日からインバウンドの旅行者に対する追加の検査と新た

な検疫手続きが発効する。知事は、今週だけで 1,707 人が検査を受け、48 件の

新規感染を確認したし、「検査件数を増やしたため、感染症例数の増加は予想

していた」と述べつつも、「この感染症例数の増加を懸念しており、深刻に受
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け止めるべきである。私たちの判断はデータに基づいており、以前の制限を再

度設けることはしないが、観光産業の再開を遅らせる決定をした。」と述べた。

グアムでは（※この記事の発行時点で）248件の感染症例数が確認され、5人が

死亡し、179人が隔離から解放され、64人が感染状態となっている。 

原文 

（27th June 2020, Guam Daily Post） 

 

13 ユナイテッド航空は 8月に航空便数を増加させる。 

－グアム・成田間：週 10便 

－グアム・ホノルル間：毎日 

－グアム・サイパン間：週 3便 

－グアム・パラオ間：月に 2便 

－グアム・ヤップ島（ミクロネシア連邦）間：月 1便 

－チューク島、ポンペイ島、コスラエ島（※以上ミクロネシア連邦）、ク

ワジェリン島及びマジュロ島（※以上マーシャル諸島）通過アイランド

ホッパー：月 1便 

－グアムからチューク島及びポンペイ島へのフライト：月 1 便 

8月の運航本数は 6月の 3倍となるが、昨年 8月の 40％に留まる。 

原文 

（3rd July 2020, Guam Daily Post） 

 

14 韓国国土交通部は、韓国とパラオが、需要の増加に伴い、両国間のフライ

ト数の上限を引き上げることについて合意したと発表した。同部の声明による

と、大韓航空とアシアナ航空が合計週 6 便を運航することについて、昨年冬期

に認められた（新型コロナウイルスの影響により、今年初めからフライトは一

時停止されている。）ほか、韓国 LCC キャリアについてもパラオへの運航が認

められた。インチョン・パラオ航路の需要は 2015年の 38,187人から 2019年の

49,265人に増加しており、過去 5年間で平均 5.2％増加したとしている。 

原文 

（26th June 2020, Yonhap News ） 

 

15 台湾交通部は、台湾を拠点とするエバー航空が台湾・パラオ間で週 2 便運

航する計画であり、数日内に承認が与えられると述べた。エバー航空は航空便

運航の申請を認めつつ、開始時期については感染の広がりと市場の需要による

と強調した。パラオは台湾旅行会社が（旅行再開の）進展の期待を寄せる台湾

の数少ない外交同盟国で COVID-19 感染が確認されていない数少ない旅行先の

一つとなっている。 

原文 

（3rd July 2020, Island Times） 
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